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伝統的水利組織と危機管理
-フィリピンにおけるサン-ラの事例-
野　沢　勝　美
序　章
近年の国際開発問題の課題は,実施プロジェクトの持続性確保である.多
くの援助プロジェクトが,自国政府あるいは外国政府の援助が継続している
間は持続するが,資金援助の停止,援助技術者の撤収がなされた時点でプロ
ジェクトの成果は消失してしまう.これでは被援助集団は援助機関になかば
永遠に依存する体質を温存することになる.国際援助機関による受益国に付
与するオ-ナ-シップ(自助努力)による受益者集団の自立性要請はまさに
これに相当しよう.すなわち,援助供与国,機関においては援助の効率,効
果の向上が求められており,いかにして実施プロジェクトの自立性を促すか
が焦眉の急となっている,
それでは,いかにして持続性の確保をはかることができるのであろうか…
ここで登場するのが,既存の伝統的組織における規範,法則を見出し,これ
に開発プロジェクトを上乗せする方策である.このアプロ-チは,在来親織
の外来化,外来狙織の在来化という両方向からの連結によって実現される…
問題は,このような近代的プロジェクトが予期せざる危機的状況に直面し
た場合に,いかなる事態が出来するかとの点である.いわば近代的施設が崩
壊した際に,これに連結していた在来的組織は,同時に崩壊するのであろう
か.それとも,在来的組織のみ原状に復帰し,在来の機能を再起することで
組織を存続させ,その構成員の利益を確保することができるのであろうか.
この場合に,水利狙鰍よその構成の論理が明白であり,在来的組織として
の伝統的水利組織は歴史的に長期にわたり存続してきた.当然のこととしそ
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の組織に内在する価値観,規範,ルールは,組織存続に一定の役割を果たし
てきた.そして,水利施設の近代化には大規模な近代的潅概施設が構築され
る.在来組織に濯概システムをのせるために,在来組織の近代化がはかられ
る.それでは,台風,洪水などによりこの近代的港概施設が崩壊したとき
に,水利組織はいかなる対応をするのであろうか.
本稿では,フィリピンのルソン島北端に位置するイロコス…ノルテ州にお
ける伝統的水利紅織であるサン-ラ(zanjera)1'を事例にとる,サン-ラは,
その形成の論理から組織の紐帯が強固で,集団労働の動員,維持管理の計画
設定,水配分のローテーションなどは伝統的規範にしたがって実行される.
かくしてサンヘラは自立的,かつ自己完結した組織である.
このようなサン-ラが,自らの管理可能な程度を超えた危機的事態,例え
ば台風による構築物の破壊などに直面したときに,いかなる対応をするので
あろうか…　仮説としては,サン-ラはその特徴であるところの組織九　結束
力を発揮し,原状回復にむけた迅速な対応を講ずることができる.
以上の認識に立ち,本稿はサン-ラにおける危機管理について,現地調査
に基づいて考察する2).第1章においては,サン-ラ地区にあらたな近代港
瀧施設が築造された際に生ずる紛争解決に示したサン-ラの役割について言
及する.第2章では,台風被害に直面したサン-ラの緊急的な対応を紹介す
る.第3章では,台風被害に直面し,中長期対応としての水利取合が示した
サン-ラに内在する自立的な濯満運営の再生について述べる.以上により,
サン-ラの機能を危機管理の側面から明かにする.
本稿の対象とする地域は,イロコス・ノルテ州における国家濯淑庁(Na-
tional Irrigation Administration: NIA)イロコス…ノルテ港概事業(Docos
Norte Irrigation Service: INIS)事務所が所管するイロコス・ノルテ港概シス
テムI (Ilocos Norte Irrigation System: INIS- 1 ),および同-n (inis-Ⅱ)
の地域内に所在する水利紅織である. INIS-Iはラオアグ川北岸の液滴地区
であり,ラオアグ.ピンク-ル川津概プロジェクトとして世界銀行の援助に
より建造された.他方, inis-hは,ラオアグ川南岸に位置し,日本の第9
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図1　フィリピン・ルソン島配置図
(出所)筆者作成.
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次円借款として海外経済協力基金(当時)の有償資金協力によるイロコス…
ノルテ濯概プロジェクトーi (iNip-n　として建造されている. 1980年に
着手し, 1993年に竣工した…　これが引渡し後にはiNis-nに改称されたので
ある.また後述のように, mP地区内のラブガオン川流域では濯概事業パ
イロット地区が指定され　国際協力事業団(当時)の無償資金協力により港
概施設が建設されている(図1)…
第1章　紛争解決とサン-ラ
第1節　水利組合連合の役割
(1)自立組織としてのサンヘラの機能
伝統的水利組織であるサン-ラの構成員は,流木,榎木,竹材などによる
プラッシュ…ダムの築造(写真1),水路の掘削,清掃に必要な集団労働
Cdagup)への参加,集団労働の動員に関する打合せ,水配分のローテ-ショ
ン協議などの集団的会合への参加を義務とする3)…　そして,これに不参加の
構成員は,罰則としてラスゴ(rasgo)'を負担する.サン-ラにおいては,
写真1サンヘラ構成員が築造のプラッシュ…ダム(イロコス.ノルテ州)
(筆者撮影,以下同じ)
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収穫面積は7タ-ル(atar)1を単位としており,加盟員の収穫面積はほぼ均
等で,かつ反収についても構成員間で平準化するように設計されている6).
すなわち,濯潮水の均等配分,収量の公平が原則として守られてきた
ラスゴは潅漑利用料に相当し通常は収量の10分の1に相当する実物支払
である.各段階の集団労働,会合などへの参加を奨励するため, 1日当りの
罰則としてのムルタ(multa):の制度を導入している.かくして,サン-ラ
は非構成員による港概利用という, 7 I)-ライダ-の参入を阻止するための
規範を自らに課している.
次ぎに,サン-ラの組織をみる.サソ-ラはその傘下にグングロCgunglo)
を形成する8).これ以外にも無所属のグソグロがありこれはサン-ラと同格
である.もちろん,その傘下にグングロのないサン-ラもある…　グングロ,
サン-ラの構成員の一般農家はミエソプロ　Cmiembro)とよばれる.そして
サン-ラにはサン-ラ連合のような上部叙和まなく,それ自体で完結した水
利組織である.
それでは,以上のような自立的,かつ完結型の伝統的水利組織の地区に,
近代的な大型港概施設が建設されるとどのような事態が招来するのであろう
か.まさに,この点が本稿の主要な論点の前提となるものである.
(2)近代的水利組織の論理
近代的な水利組織はどのように編成されているかをみる.近代的水利組_織
は大型の渡概施設建設にともない形成される. iNis-nの例を参考してみる
ことにする.
まず,河川から頭首工である取水堰,取水口が共通の渡瀬地区は河川濯潮
システム(River Irrigation System: RIS)である.ここを起点とする幹線水
描(main canal) - 1次水路(primary canal)沿いに水利組合(Irrigators'As-
sociation: IA)を配置する.そして分水工により支線水路(lateral) - 2次水
路(secondary canal)が伸び,これをもとにした区画として濯慨地区　zone,
またはdistrict)ができ,組織としてはセクター(sector)　グループが形成
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される.さらに津淑地区の下には支線水路から分水工を経た圃場内水路
(farm ditch) - 3次水路(tertiary canal)になり,共通の水口(turn-out)を
利用する水口溝瀧地区(Turn-out Service Area: TSA)に水口濯概地区グルー
プ(TSAG)が形成される.これが末端の水利組織となる.この下に個々の
TSGA加盟の農家が所属する.
一方,サン-ラが所在する地区にあらたに近代的,大規模潅概施設を建設
した場合には,サン-ラを水利組合に組替えて,近代的水利巌織の上部組織
としての水利組合連合(Federation of IAs)を結成する.人工的な鼠織とし
てのサンへラ連合が形成されるわけである.
(3)水利組合連合の目的
かくして政府当局,すなわち国家溝概庁(National Irrigation Administra-
tion: NIA)はサン-ラによる連合組織の形成を促してきた…
近代的水利組織としての水利組合に加えて,さらに連合組織を配置する主
要目的は,第1に,水利組合間に生じる紛争解決9)である.大型の近代的濯
潮施設は,従前にサン-ラが培ってきた濯親水の均等配分を維持するため,
サン-ラ間の利害の調整が不可欠である.この調整に失敗すると盗水,水路
ライニングの破壊などが横行し,これを契機にサン-ラ間に紛争が発生す
る.基本的には水利組合連合は,個別サン-ラ間あるいは水利組合間の紛争
の事前防止というよりも,紛争が生じた後の事後処理策のために設立される
ことが多い.
第2に,効率的な水利費の徴収である.近代的な国営濯概システムの受益
者である農民からの水利費徴収率の向上は,政府企業であるNIAにとって
課せられた基本課題である.水利組合連合が傘下の水利組合に対して,同地
域内における水利の費用対効果の認識を徹底させることで,徴収率をたかめ
ることができる,
以上の水利組合連合の役割に対する前向きの評価とは反対に,連合組織の
結成に対して否定的な見解もある.水利組合連合の結成はサン-ラの利点を
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損なうとの認識がこれである.
すなわち,あらたに形成された地区(zone),あるいはロ-チ-ショソ・
グル-プとしてのTSAGが.サン-ラあるいはグングロに付与された権限
(authority),融合性(integrity),同一性(identity)を侵害するとした・新
たにつくられたレベルの水利狙織は,論理的に考察してサン-ラを消減させ
るとするのである.
それではなぜ水利組合連合を編成したことによって,マイナス効果を生ず
るのであろうか.組織の垂直的,水平的な拡大は,指導者の権力闘争を惹起
する.一方,個々のサン-ラは共有する水源を基盤としている.新旧の用水
路の不一致は,サン-ラ構成員の再編成をもたらすし,そのことは水利組織
の境界線変更を意味する.つまるところ,セクターあるいはあらたなTSAG
の形成はサン-ラの構造そのものの維持ではなく,連に組織分断を奨励する
ことになるとする10).
(4)サン-ラ農民の負担軽減
次に,近代的な規模濯淑施設が建設されるとサン-ラ構成員の負担はどう
なるであろうか.結論からいうと旧サン-ラ時の負担に較べて負担は軽減す
る.
サンヘラの負担,すなわちサン-ラ構成員である農民の負担をみる.元来,
iNis-nは国営濯親システム(National Irrigation System: NIS) 1!)であるから
水利費(Irrigation Service Fee: ISF)は, 1ヘクタール当り雨期は2カバン
(1cavan-50キログラム),乾期は3カバンで年間5カバンとなる筈であっ
た…　すなわち,籾価格を9.0ペソ/キログラムとすると2250ペソになる.
これを前述の旧サン-ラ時の潅瀧利用料としての,平均収量年160カバンの
10分の1,すなわち7200ペソよりも少ない負担となる.ところが前者には
実際のところ,この他に従前のように濃概施設の運営にかかわる集団労働の
提供の義務があったのである…
以上のあらたな状況には至ったものの,サン-ラ構成員にとっては, NIA--
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INIS管理のもとNnに修復などを依頼するほうが,旧サン-ラのまま私設
濯概システム(Private Irrigation System: PIS)にとどまり自分たちでプラッ
シュ・ダムを建設,修復するよりも,費用対効果を考慮すると有利といえ
る.これは単に建設コストの問題だけではなく,この間に構成員農民は農作
業に集中できる.また,多くの場合,稲作が中心で乾期の水配分が潤沢にな
り,農家収入は旧サン-ラ時のそれを超える12)
ところが,現実には多くのサン-ラ構成員からは不満が惹起されたのであ
る.
第2節　ラブガオンRISの紛争処理の事例
(1)紛争の原因
サン-ラにおける水利組合連合の形成と紛争処理について事例をあげて考
察する,イロコス…ノルテ州におけるinis-hの地域内には183の水利組合
があり,そのほとんど全てがサン-ラを基盤としたものである.これらを統
合すべくラブガオン,ソルソナ,パパ,マドンガン,ヌエバ…エラの各RIS
頭首工に近代的ダムが建設されているRISごとに水利組合連合が存在して
いる(図2).
1980年に上記のラブガオン(Rabugaon) RISに試験区域(1025-ルター
ル)を対象とした国際協力事業団(当時)の無償資金協力によるパイロッ
ト…プロジェクトが発足した.同プロジェクトのもと1982年央に煎場内の
港概施設が設置された. 1986年に主工事のラブガオン・ダムが竣工した.
パイロット・プロジェクト地区には23のサン-ラ,無所属の6グングロ
が存在していた,ここにサン-ラ連合(FederatedZanjeras)が結成された.
これには,上流サン-ラ連合と下流サン-ラ連合があった(図3)…
ところがこのパイロット…プロジェクト計画に起因する水配分をめぐる紛
争が生じた. 1980年のソルソナ…ムニシパリティにおける潅減水をめぐる
紛争がそれである.まず,上流サン-ラ連合は,パイロット…プロジェクト
へ不参加の表明したのである.この農民の不満を集約し,当局との交渉を指
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写真2　サンへラ遠合の猪導者であるテハダ氏(ラブガオンMS)
導したのがサン-ラ連合のフェリシアノ・テハダ氏であった13)写真2).
同氏はわずか1-タタールの農地を耕作する小農民である…　当初は, 5グン
グロからなるサン-ラのパンラカイエン(panlakayen-president)でミエソ
プロ(mienbr0-menmber)は200人,面積300-クタールの長であった.
その後にサン-ラ連合の7) -ダーに就任したが,構成員農民から人望が厚
く,氏が示す洞察と統率力には高い評価がなされてきた14)
Nnによると,パイロット・プロジェジェクト開始に先立ち,サン-ラ農
民がプロジェクトに反対した理由は,以下の4点である15)…　あらためて確認
すると,これはあくまでも政府のまとめた見解である.
①これまでも近接の直接にラブガオン川から直接に濯親水をとってきたの
で新施設は不要, ②水路建設のため土地収用される, ③水利費が高い, ④既
存の農民組織にすでに加入しており,あらたな組織加入する必要を感じな
い,となっている.
ところが,上流に位置するサン-ラ連合は,恒久的構築物であるラブガオ
ン・ダムの建設着工を前に,同ダムの50メ-トル下流にプラッシュ…ダム
を築造した.紛争は上流サン-ラの不満農民による頭首工の取水堰破壊にま
で発展した.
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事態を重視した地元のイロコス・ノルテ州フェリーニヤ知事(当時)が仲
裁に入り, Nnが水配分ロ-チ-ションを決めるとした.これを受け, NIA
とパイロット・プロジェクト地区の上流農民　および上流農民との個別対話
集会がもたれた…
(2)サン-ラによる生存権の主張
それでは,サン-ラ農民の本当の主張はどこにあったのであろうか.当
時,サン-ラ農民に接触し,農家の状況を聴き取った高橋論文によると以下
の4点にある16)
第1に,濯概=事によって国営濯淑システムの地区に汲み込まれると,坐
国一律の水利費を賦課されるが,これはそれまでのサン-ラ費用分担に較べ
て大変重くなる.
第2に,政府の目論見では農民の負担の増大を上回る収穫増があるという
が,農民の判断ではその収穫増加分は過大見積りである.
第3に,水路建設などの農地収用が零細経営農家にとって打撃となるうえ,
補償は地主に対して行なわれるだけで,小作人の権利は無視されている.
第4に,この水利事業をきっかけに地主の土地とりあげがはじまったこと
である.かって農民がサン-ラを建設して荒地を水田に換えたときに,その
労に報いるために地主は農民を小作人として受け入れた.したがって国営濯
概システム(NIS)に組入れられると地主は国家潅概庁(NIA)に水利費(ISF)
を支払うことになるので,サン-ラに水配分は不用であるとし,小作人に農
地の返還を求める地主が増えた17)
前述のように,紛争解決のため,フェt)-ニヤ知事が仲裁に入り, NIAが
提示した解決に向けた条件は,ローテ-ション制の導入,上流農民による濯
親水優先利用の既得権排除,盗水・淑施設破壊の犯罪行為に対する厳罰適用
の警告である18)これらは地元知事のできる限界であった.
交渉の結果　上流の関係する3サン-ラ連合と水配分に関するNIAとの
合意が成立し,工事が着工された.合意覚書の主要な事項は次の4点であっ
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写真3　下流のサンヘラ農民が利用する排水路(マド./ガンRIS)
た.
第1に, NIAはブラッシェ…ダムの地点に暫定的な取水堰を構築する.
第2に,同堰の竣工時にはこれを無償でサン-ラ連合に引き渡す.
第3に, Nnが建設のパイロット…プログラム地区-の幹線水路とサン-
ラ築造の既存の水路が交差する地点にはNIAの負担で必要な施設を建設す
る.
第4に, NIAはラブアンRISに恒久的な取水堰を建設する.
その後, Nnは上流の幹線水路沿いに取水口を建設し,上流のサン-ラ農
民はこれに合意し水理費を支払うようになった.また,下流のサン-ラ農民
のうち水量に不足を生じる農民は排水路にプラッシュ・ダムを築きこれを利
用すること(写真3)となった19)
(3)サン-ラが勝ち取った条件
1994年に至り,ようやくにしてサン-ラの連合組織としての水利組合連
令(以下「連合」とする)との間で正式な協定の締結をみた201. 10年を超
える交渉になったのである.サン-ラ構成員にとっての最大の関心事は,上
記(卦の水利費負担の軽減である.それではこれはどのように決著したのであ
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ろうか.
協定によると,連合は水路清掃,水利費の徴収,燃料代の負担をする.そ
してサン-ラ構成員の負担である水利費を籾(以下同様) 1.5カバン(1 cavan
-50キログラム)に引き下げられた.
一方, MAはサン-ラ構成員の集団労働負担を軽減すべく濯概修復の材
料,機械利用を無償で捉供するとした.
すなわち,国営濯淑システム(National Irrigation System: NIS)地区のサ
ン-ラを共同港瀧システム(Communal Irrigation System: CIS)扱いとし,
水利費(Irrigation Service Fee: ISF)を開発貢献コスト(Development Con-
tribution Cost: DCC)に名目変更し,年間の負担を1-クタ-ル当り1.5カ
バン21)金額では675ペソに軽減したもである.しかしながら,依然とし
て,サン-ラに新施設の維持管理目的で集団労働が課せらている.サンへラ
加盟員は水利費に加えて,新施設の維持管理に必要な集団労働の負担が加
わっているのである.つまり二重の負担が課せられることになり,すなわ
ち,水利費見合のDCC分, 1…5カバンは新たに追加のラスゴとなった.
(4)小括
以上のように,伝統的水利凪織であるサン-ラに近代的な濯潮施設である
国営濯概システム(NIS)の組織原理の適用に際しては,基本的な点におい
て新規水利組合魁合員に対する負担軽減措置が講じられていることが明らか
になった. NISではあるが水利費(ISF)ではなく,共同港瀧システム(CIS)
と同様の開発貢献コスト　CDCC)が通用されること,および幹線水路の修
復に関してはMAの機材提供などが図られることになったのである…　水配
分紛争を契機としたサン-ラによるNIAとの交渉の勝利であった…　サンヘ
ラの結束力が作用したといえる.
とはいえ,一方では,水利艇合,新組織である水利組合が旧サン-ラの組
織とその構成員に不利と判断される場合には,水利組合連合組織に加盟する
ことなく,既存のプラッシュ・ダムの利便を享受している.
伝統的水利組織と危機管理-7イリビ'/におけるサン-ラの事例-　15
サン-ラの構成員は生存権を主張し,サン-ラ組織に内在する原理を優先
させたのである.自らの利益を最大限にするとの原則に極めて忠実であった
といえる…
第2章　自然災害と緊急時の対応
第1節　マドンガンRISにおける台風被害
最初に述べたように, INIS一皿地区には,前章のラブガオンに加えてソル
ソナ,パパ,マドンガン,ヌエバ・エラの各RIS頭首工に5つの近代的ダ
ムが建設されている.これは日本の海外経済協力基金(当時)の円借款によ
る有償資金協力により1980年代に竣工したものである.これらパルシグア
ン川多目的計画として発足し,後にINIP-Iに改称され,現在は同プロジェ
クト地区を拡大するiNip-nが計画されている22)
ところが, 2004年6月にルソン島北部を襲った台風イグメ(Igme)23)に
より, INK-II地区(INIP-1)のダムの取水口,暗渠が破損した(図). 5
つのRISにおける被害額は,緊急修復に678万ペソ,恒久修復に2684万ペ
ソ,合計3362万ペソとされている.マドガンRlSについては,応急修復に
写真4　台風により損壊した暗渠(マドンガンMS)
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図4　マドンガンRIS配置図
(出所) Ilo.∞蝣s Norte Irrigation Service (INIS).
111万ペソ,恒久修復に418万ペソ,合計529万ペソの被害であった…
マドガンRISにおける最大の被害個所は頭首工で取水口2スパンが流失,
左岸暗渠が損壊した(写真4).この結果,同RISにおける水量は5分の2
にまで激減してしまったのである.これはまずは応急的な修復を必要とする
ものであった24),
伝統的水利組織と危鵜管理-フイ1)ビンにおけるサ-/-ラの事例-　17
第2蔚　水制組合A
(1)水利組合の対応
1992年にマドガソ・ダム(Madogan Dam)左岸の7つのサン-ラを適合
しマドンガン左岸サン-ラ連合(Madongan Left Zanjeras Federated)が結成
された.それが構成するひとつとして水利組合Aが発足した(図4)…　すな
わちサンへラそのものである.次いで同連合は1997年に証券取引委員会
(SEC)に登録した.水利組合Aの鼠合員数は276人,対象面積は, 234ヘ
クタール,コメを作付してきた.前述のとおり,サン-ラを母体とする水利
組合は,共同溝淑システム(CIS)扱いとなっており,水利費は開発貢献費
(DCC)としての1…5カバン(1cavan-50キロ)/-タタールである.濯概維
持管理などの集団作業に不参加の組合員に課せられるラスゴは300ペソ, 1
日だけの不参加の組合員に課せられるムルタは役貞100ペソ,一般組合員
50ペソとなっている.
前述の台風イグメによりマドンガン…ダムの取水堰,暗渠(サイフオン)
などが破損した.災害後直ちに,水利組合Aの傘下にある19のグングロの
各リーダー,バランガイ(barangay-村)カピタン,評議員が結集し,善後
策を協議した.その結果, 3基のプラッシュ・ダムの築造が決定された.
プラッシュ…ダムの建設位置は,破損前の取水口から500メート′レ下流と
した(写真5).このうち2基のプラッシュ…ダムは隣接する水利組合との
共同作業でつくられ作業には17日を要した…　機材である掘削機(backhoe)
は賃借りをした.賃料は1万2000ペソノ台/日で17日分, 20万4000ペソ/
台になる. 2台のうち1台は,地元選出のアイミー・マルコス下院議員(マ
ルコス元大統嶺の長女)の義損金により全額を賄い.残りの1台は民間人の
義掴金10万ペソの補助により行った.そして資材である砕石,枝木,竹材
はこれまでどおり地元で調達してきた.
残りの1基のプラッシュ・ダムに関しては,作業日数は4日間であった.
掘削機は使用せず,人力によって築造されたが,バランガイ全員784人の約
半数がこの集団労働に参加している.
18　　国際関係紀要　第15巻　第2号
写真5　台息被書で暫定的に築造のプラッシュ・ダム(マドンガンRIS)
(2)サン-ラの潜在的組織力
ここでの特徴は,サン-ラの潜在的組織力が活かされた点である. INIS-
II区域内の港概施設は,これまでも1992年の台風マーリン(Maring)以降
にも台風被害で破損するたびにブラヅシ3_ …ダムが築造されてきた, 「豪雨
が降るたびに連絡がなくてもサン-ラ構成員が回場に集まり,構築物の流失
を確認した.そして必要に応じてプラッシュ…ダムの築造,修復がなされて
きた.」のである25)ここで,サン-ヲ構成員が異句同音に主張するのは,
「国家溝概庁(NIA)は資金,資材,機材不足で何らの対応をせずにいた.
したがってサンヘラが対処せざるを得なかった.」との現状である26)
NIA-IMSの関係者白身は「今回イグメによる台風被害の対応には,すべ
てのサン-ラ構成員が関与してきた…　サン-ラ共同体における結束の弟さは
重要な役割を果たしてきた,」として,この事実を認めている27)…
台風被害により,伝統的な構築物であるプラッシュ・ダムによる取水をお
こなうことになった.この結果,雨期においては濯減水が圃場全部に行き渡
るのは当然としても,乾期においてもロ-チ-ショソ制導入で,水配分は同
様に圃場内の全域に行き渡るとしている,
しかしながらZm関係者によると,実際の水配分は必ずしも十分ではな
伝統的水利艇織と危機管理-フィリピンにおけるサン-ラの事例　I lg
く,籾収量は雨期,乾期とも従前に比較して30%は減少しているとする…
筆者による現地聞取り調査によると2005年乾期現在で,水利組合Aの農
民の場合,雨期には平年作の籾65カバン/-クタ-ルが45カバ-//-ク
クールにと23%も減少した.乾期には水量さえあれば籾50カバソが可能で
あるが,現状では栽培作物を黄色トウモロコシに転換している.このため,
2 -タタールの自作農でありながら雨期には純所得はわずか1万4495ペソ
に過ぎなかった…　乾期には,黄色トウモロコシ1.0-クメールで純所得はマ
イナス3255ペソに終わっている(衷1),
(3) NIAは水利費負担を免除
サン-ラ構成員はNIA施設の受益者でなくなったのであるから,サン-
ラの要請によりMAは2004作物年から水利費見合のDCC支払を免除とし
た28)これは1982年MA覚書回状第52号の規定によるものである.また,
サン-ラ自体もラスゴ,ムルタの徴収を停止している.
第3節　水利組合B
(1)水利組合の形成
水利組合Bは,水利組合Aと同じくサン-ラであり,かつ前述のマドン
ガン左岸サ-/ヘラ連合に属する水利紅合を構成する(図4).組合員数は
146A,対象面積は, 132-クタ-ル,コメを作付してきた.水利組合Bで
のラスゴは12キロペソ, 1日だけの不参加の親合員に課せられるムルタは
役員50ペソとなっている.
災害後直ちに,サン-ラの傘下のグングロで善後策を協議し,サン-ラ加
盟員総会において計画を討議し, 3基のプラッシュ・ダムの築造が決定され
た.
プラッシュ…ダムの位置は,破損前の取水口から最も近いところで4キロ
メートル,最遠で7キロメートル下流とした.
このうち3基のプラッシュ・ダムはサン-ラ構成員の集団労働でつくられ,
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伝統的水利艇織と危機管理-フイ1)ピソにおけるサン-ラの事例-　　21
作業には5日を要した…　上流部では掘削機(backhoe) 1台を賃借りした
賃料は1万2000ペソ/1台/日で4日分で4万8000ペソ/台になる.地元選
出のアイミ-…マルコス下院議員の義損金により全額を賄い,サン-ラは燃
料・オイル代5000ペソを負担している…　資材である砕石　枝木,竹材はこ
れまでどおり地元で調達してきたとする.残り2基のプラッシュ…ダムに関
しては,掘削機は使用せず,人力によって築造された.
(2)水利組合連合は機能停止
筆者による現地聞取り調査によると2005年乾期現在で,水利組合Bの農
民の場合には2.5ヘクタールの土地(うち2,0-クタ-ルが分益小作)で雨
期には平年作の80カバ.//-タタールが30カバン/-タタールに63%も減
少した,竜期にはこれが15カバンに81%も減少した.このため雨期では,
純所得はマイナス1万2820ペソ,乾期にはマイナス1万8276ペソと危機的
な状況に陥っている(表2).
このため,プラッシュ・ダムの決壊で組合員は15回もの集団労働動員に
参加した.なおかつ,プラッシュ・ダムの修復には,豪雨になると自動的に
組合員がダム・サイトに集合する.しかしながら,水利組合の問では調整は
行なわれなかったし,水利組合連合による調整もなされることはなかった.
その理由は, 「水量が少なすぎて下流への配水を優先している.紛争は上
汎　下流間においても,加盟貞間にもない.したがってあえて調整の必要は
ない.すなわち,サン-ラの社会規範が作動し,調整は無意味となってし
まっている…」としている29)水利連合自体がその機能を失ったのである.
上流の水利組合と下流の水利組合との紛争はなく,また,組加盟貞間にも
紛争はなかった,水利組合Bにおいても, 「基本的には,水利組合は元のサ
ン-ラに戻ることになった.そのため,サンヘラの役割は大変重要であっ
た.」としている.
国際関係紀要　第15巻　第2号
??????????
???????????????????????????
*-
撃
+ ∵
*
..朴I.翠
1要+確率
き &
鳩十K擦度
僻 缶
<
3
、 l> X 。、
{一. ∵㌻EY,
請; ,ite
inv こ、くコ
MUつXP、(
~*toと
Nくこ,
3」号
∴ ++
∴ 誓書藍
a C>針 a d 抽l
E
噸
胡
蝣<・v曇 真 相 鮒 l 雪
I--I"
IIt-"芸 > > > あ蝣<・< 蝣< x
く 1O V V V くつ COtO
r、J一
IOro
-
Ub
志 臣
$
ネ 雷 軍 烹 音 量 軍 軍 SI
" " I-
nL弧.
i
se
七 患
耳
+腎 賢 等 ㌻こ〔申津叫魯IE-^ .'蝣"*."紬
警 …鍔 善房昔
二 十十十 ∴ ∴
'.'iVく瞳増 産護EB尊 d豆 く噛増 蕃要E尊 d
衣( 蛋 ( ( 麗( 蔵 ( (Kfr 胡 率 t= T<軒 胡 笹 だ封車 壌 釈 童 企ぜ 塔 貌 着
lコ
サ
h 礼
lOeq.( (Cqミ、rlト ミ.I
監坂Jh= 主観
匿畢急呈三言 慧塵急呈享
????
???????????????
伝統的水利組織と危機管理-フィ1)ど-/におけるサン-ラの事例-　23
(3) NIAは水利費負担を免除
水利組合Aにおけると同様に,水利組合BにおいてMAは2004作物年
から水利費見合のDCC支払を免除とした.
第4節　小括
以上のように,サン-ラである水利組合Aおよび水利組合Bを中心に台
風被害に対する対応を述べてきた,ここでの特徴は,伝統的水利組織である
サンヘラが自らの直面した危機に際して,サン-ラの存続を優先させたとの
点である,いうまでもなくこれはサン-ラ構成員たる農民の利益を優先させ
たのである…　そして,伝統的水利範織の原理である公平な港潮水配分の原則
が復活したのである.
事実,台風被害は甚大であり,この修復には地元政治家による資金的援助,
Nnによる水利費負担の軽減(DCCの減免)があった.しかしながら,そ
れ以上にサンへラ自体に内在する危機克服の安全網が発露した.これが危機
克服を可能とした最大の要因であると言える…
第3章　自然災害克服のための長期的対応
第1節　ク-ラ川濯漉システムの事例
クーラ川流域に位置するクーラ川渡潮システム　CMS)は,水利組合連合
が形成されている.クーラ川流域の水利組織の歴史を振返る.まず1974
年にNIAによるNISが構築され,その後, 1978年から1984年にかけて世
界銀行支援により国営濯概システム改良プロジェクト(National Irrigation
System Improvement Project-NISIP)が取り組まれた. 1984年に世界銀行
の支援でIMS-1の地区内でクーラ川濯概システムが建設された.
1980年にMA主導により同港瀧システムに世界銀行支援による津淑運営
支援プロジェクトI (Irrigation Operation Support Project-IOSP- 1 )が取
り組まれたが,農民から受益者負担の承諾を得るのに時間を要し,これに4
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伝統的水利紅織と危機管理-フイ1)ピンFこおけるサン-ラの事例-　　25
年間がかかった… 1984年に合意が成立し,港概施設が引き渡された.クー
ラ川取水堰上流から順に第1地区から第Ⅳ地区まで4区画に分割され,その
各々にMAの主導で「新サン-ラ」として水利組合4組織が形成され,水
利魁合員連合が設置された(図5).最下流の第Ⅳ地区には水利組合Cがお
かれ, 1983年にSECに登録された.その構成員135A,濯淑面積106-ク
タールであった.それ以前にはいわゆる水利組合はなく,サン-ラCがあっ
た.これは構成員30人,濯淑面積15-クタ-ルにすぎなかった.
ところが1987年台風マ-リン(Maring)の襲来で,クーラ川濯概システ
ムの第1地区に位置する取水口の暗渠が破損してしまった.以来1990年
に至るまで水配分が下流にまで十分には達しなかった,とりわけ,同システ
ム最下流の第Ⅳ地区におけるダメ-ジは深刻であった…　このため,現況では
プラッシュ・ダムが築造されている(写真6,7).
第Ⅳ地区に港概の水配分が不十分となったことで,水利狙合Cの組合員
は,耕地を他に求めるしかなく,他の地域に不法占拠の形で移動せざるを得
なくなった.組合員としてとどまるメリットがなくなり,かつ同時に,組合
員は移動先において他の組織に参加を余儀なくされた.
一方　水利組合員としての義務は,共同作業への参加である.具体的には
写真6　無人となった取水堰の水門管理人小屋(ク-ラMS)
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写真7　取水堰に築造のプラッシュ.ダム(クーラRIS)
第Ⅳ地区から8キロメートル上流の第I地区まで徒歩で通い,他地区の港概
受益者と一緒に幹線水路の沈泥堆積の汝漠などに従事せねばならない.かな
り厳しい条件下の集団労働へ参加の断念を余儀なくされることで,各組合員
にとっては,事実上の水利組合員からの脱落を意味する.水利抱合員が当初
の135人から44人(役員15人,一般組合29人)にまで減少してしまった.
クーラRJS濯瀧システムの頭首工の取水口はコンクリート造りの堅固な構
築物である…ク-ラ川からの取水堰はプラッシュ・ダムである.雨期にはプ
ラッシュ・ダム,幹線水路における沈泥堆積の渡洋…清掃が必要となる.普
た,ク-ラRISは丘陵地帯であるため用水路構造物は破損し易い.このた
め共同労働の動員が不可欠である.組合員の脱会は水利組合Cの存続を危
うくする.このため,水利敵合Cはあらたな対応を迫られることになった…
第2節　ラスゴの強制徴収
水利組合Cのあらたな対応は,ラスゴの取立ての強化である.水利抱合
連合においては,集団労働に対する水利組合の動員は, 5回(全日)/収穫期
である…　これに不参加の紅合点はラスゴとして500ペソ/ヘクタール/収穫
期を水利組合に支払う.ムルタは100ペソ/1日/へクク-ルを負担する,
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問題は,共同労働に不参加の非紅合員への対応である,非組合負に対する
ラスゴは,現物支払で,非組合員の収穫面積における収量を基礎にし,収量
の10%を水利費見合いとして水利組合が徴収することとした.その際,非
組合員の農地における収穫作業は組合員44人によって行なわれる.これは,
文字どおりの,強制的なラスゴの取り立てである.
具体的に数値で示すと,まず,一般組合員1人あたり平均収穫面積1 -ク
メ-ル,すなわち29-クタ-ル(1-クタール×29人),役員l人当り1.1
へクタ-ル16.5-タタール(1…1-クタ-ル×15人)の合計45.5へクタ
-ルは組合員の収穫面積でありラスゴ免除とする.全収穫面積106-タター
ルからこの45.4ヘクタールを差引いた残りの60.5-クタ-ルが非組合員の
収樺面積で,ラスゴ対象面積となる.平均収量は60カバン(3トン)/ヘク
タール/収穫期であり,その10%は6カバン(300キロ)になる…　このう
ち, 4カバン(200キロ)は組合員に収穫労働とて配分し,つまり残りの2
カバンCio0キロ)/へクタ-′L/収穫期が水利組合の収入になる.水利費見
合のDCCが1.5カバンであるから,ほぼこれに近いことがわかる・
このように,水利組合Cにおいては,非組合員からの強制的な取立てが
組み込まれている.
第3節　組合組鼓の再編
今ひとつの対応は,水利組合Cのサブ組織であるグングロの廃止である・
これまでは,サルパッド(salpad)とよばれたグングロに相当する集団は,
風合員農家の脱落で櫛の歯が抜けたようになった.このため,土地形状に合
わせ第1次水路の幹線水路と第2次水路の支線水路に再編し,各々に副1)-
ダーを配置した.表向きにはバランガイが2村あるためとしている.実体は
構成員農民の激減に対応するため連合組織傘下の1水利組合から「新設サン
へラ」に転換を企図した組合管理の強化である(図6),
サン-ラにおいては,組合員による集団労働が基礎となっている,フリー
ライダ-の排除が大原則である.フリーライダ-の急増に直面という,危機
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図6　水利組合Cにおける組合再編概念図
旧水fljj岨n
新設サン-ラ(組合員農家②③④⑦⑫)
(出所)筆者作成.
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的状況に直面したことで,サン-ラの機能を復活,強化すべく抱合員の直接
管理が必要となった,と理解できる…
これまでの組織を下部から上部にみると,
農民-〔TSAGあるいはセクタ- (第3水路)〕- 〔TSAGの集合であるサ
バド(幹線水路,支線水路)〕-〔サバドの集合であるサン-ラ〕
このうち,末端組織のTSAGあるいはセクタ-,中間鼠織のサバドを廃
止したのである.すなわち,
農民-水利阻合(サン-ラ)としたのである.
第4節　小指
大型台風の被害により港瀧施設が決定的なダメージを受け,なおかつ加盟
組合員の大量の脱退により水利巌合連合が事実上機能しないという事態に直
面した場合,水利組織の対応はいかなるものとなるのか.水利組合連合の基
盤となってきたサンヘラはその組織原理の最後の砦としてサン-ラ存続を優
先させたのである.
サン-ラに参加できなくなった構成員からのラスゴの強制徴収はその最た
るものであった.サン-ラの規則の強権的発動によるサン-ラの存続をは
かったのである.
あわせてラスゴの強制徴収を容易にするための組織の再編を図っている,
すなわち,サン-ラにおける組織脱落者を排除して後のサン-ラ範織の再構
築がほかられた.
終　章
サン-ラは長き期間にわたってフィリピンのイロコス・ノルテ州において
継続され生きた港淑組織を基盤とする農民組織である.この農民組織は,食
料増産,農家所得の向上を目的とした近代的大規模濯瓶施設の構築に伴う,
近代的水利組織への改組を迫られてきた.これは伝統的水利組織と近代的水
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利敵織との調整問題に逢着する.とりわけこれは自然災害による取水堰決壊
など危機的状況に際して顕在化する.
本稿の結論として,以下の点を整理するすることができた.
第1に,伝統的水利組織から近代的水利組織への改組㌢こ際しては,政府,
すなわち国家港潮庁(NIA)による受益者農民に対する負担軽減措置の構築
があった.こうした軽減措置も上から与えられたというよりも,上流下流の
水争いを契機とするサン-ラとNnとの交渉のなかで形成されたものであ
iサ.
第2に,自然災害などの危機に応急策として,近代的水利組鰍ま旧サン-
ラ期の共同体が共有してきた社会的規範を復活させた.水利組織は旧サン-
ラ期の共同体が共有してきた集団労働の動員によるプラッシュ…ダムの建設
がそれである.さらには,近代的水利組織は,組合貞脱会による組織崩壊を
避けるペく,非抱合員からの強制的な水利費負担の徴収,それを可能とする
水利組織の再編を断行した.既存水利組合の修飾的部分の剥ぎ取りを目的と
した水利組織改編を実施したのである.すなわち,水利組織における櫛の目
がぬけたような歪曲した形態を整理すべく,旧サン-ラ期の組織を復活さ
せ,末端の農民のサン-ラによる直轄管理を復活させたのである.
第3に,新規濯減施設の台風被害に対し,政府, MAの支援はほとんど無
力に等しかった.被害を受けた農民に対する水利費(DCC)の免除が唯一
の方策であった.
第4に,政府の無力に対し,地元政治家に私財の提供は特記すべきであ
る…　これは政治的資産構築のための「投資」であるが,地方分権の文脈にな
かでのあるべき方向を示したことは確かである.
以上のように,サン-ラは,自然災害である台風などの被害から立ち直り
への役割分担の構築とその実行にきわめて機敏な対応を発揮した,逆な視点
からこうした事態をみると,政府,あるいは地方政府の果たした役割は限定
された.
問題は,自然災害に対する物理的インフラとしての潅概施設の修復,経済
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的な機能復活である.どの機関が,どのようにして実施するかである.オー
ナ-シップ,持続性維持との観点から考察すると,これにはあらたなスキー
ムの構築が必要となろう.例えば,水利組織あるいは水利組織連合によるリ
ハビリ(修復工事)基金の積み立てである.
さらなる持続性確保に向けたあらたな論議の活性化が期待されるところで
ある.
【注】
1) zanjeraはスペイン語のzanja (排水韓)から転じ,涯減溝(ditch),水路(con-
duit)の意である.イロカノ語ではpayasakがあるがほとんど使われていない・
詳しくはLewis (1980)を参照.
2)本原稿は,イロコス・ノルテ州において, 2005年3月に実施した筆者による
現地調査をもとに執筆したものである.現地調査に際しては,以下の諸氏に多々
便宜供与　ご教示をいただいた.あらためて謝意を表する次第である.
Engr. Alfredo E Lorenzo, National Irrigation Administration, Region I, Ilocos
Norte Irrigation Service (NIA-INIS), Superintendent; Engr. Romulo E. Hiraho,
Federated President, Piddig Carasi Solsona Irrigation Association (PICASO), Pid一
dg, Ilocos Norte; Mr. Feliciano G. Tejada, Sr., Former President, Sodin Tina Flame
Bearer Federation of Zanjeras…
3)サン-ラにおける社会的奴範に関しては野沢論文(2002) pp. 169-177を参鳳
4) rasgoはスペイン語で用水利の意味である.
5) atarの原意はスペイン語のat叫ea (導水路)とみられるが,現地聞き取りにお
いてhectarと同義と理解するなど農民の問にも混同がみられる.
6)サン-ラにおける権慨水の均等配分などサン-ラの設計に関しては野沢論文
(2000) pp.… 172-175を参鳳
7) Multaはスペイン語で罰金,違約金の意である.
8) gungloに関しては,野沢論文(2002) pp. 175-177を参照L
9 ) Angeles et al. (1989) pp. 1-3.
10)血ォeles et al. (1986) pp. 22-23.
ll)濯概区分では.国営港瀧システムは受益面拾1000-クタ-ル以上であり建設
コスト(新規,修復)は政府が負担し,受益農家(水利組合)から徴収する水
利費(Irrigation Service Fee)をもって維持管理を行う.
12)この部分については,前掲野沢論文(2002) pp. 182-185を参照.
13)これを主導したのがMr. Feliciano Tejadaであり当時のサン-ラ連合であるSo-
din Tina Flame Beai陀蝣r Federation of Zanjerasの指導者であった…
14)高橋論文(1994) 16-18貫を参照.
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15)紛争の顛末などに関しては以下の資料を参照…
NIA-INIP (1990) Position Paper on the Integration of坤・stream Zanjeras ofLabuga-
on叫如・turn to the Hocos Norte lrr,如・Iion Project.
16)前掲高橋論文pp. 16-18を参照…
17)野沢のMr. FelicianoTejadaからの聞取りによると,当時の所属サン-ラの構成
員の70%が分益小作であり,そのうち50%が50こ50であった…　農家の窮状が
明かである.
18) Zanjera Cabulalaan (1990) Resolution Requests呼Integration ofZanjera Cabu,肋n
わNIA, Resolution No. 01-90, Solsona, Ilocos Norte.
19)現地聞取りによる,
20)基本資料としては, Labugaon River Zanjera-Federation Inc., Constitution and
By-law of Federation and Memorandum of Agreement (MOA)を参鳳
21) 1000へクタ-ル未満が共同渡瀧システム(CIS)となる.国家渡概庁　CNIA)
が濯淑施設を建設し,施設を水利組合(a)に引き渡す.したがってNnに
対する水利費支払(ISF)はない.しかし,濯洩施設建設コスト負担とし50年
間の開発分担費用(DCC)支払　または建設コスト30%の前払が要る.後者
では50年後の完済時に港淑施設がIAに移管される…
22)イロコス・ノルテ港概プロジェクト(Ⅱ)であり,現地ではパ・)シグアン・ダ
ム総合開発計画と解している.
23) 2004年6月29日から7月4日までルソ-/島北部に襲来した大型台風である.
24) NIA-NSの被害額算定による.現地聞取りと関係資料により補完
25)現地サン-ラ組合員からの聞取りによる.
26)現地サン-ラ組合員からの聞取りによるが, Nn関係者もこの点は青首してい
る.
27)現地Nn関係者からの聞取りによる.
28) Billing and Collection Manual on ln秘'ion Service Fee (NIA Memorandum Circular
No. 52, issued on September 21, 1982)のChapter 2によると水不足台風,早魅,
病虫害蔓延,その他に理由により1-クタール収量が40カ′くン以下となった
場合にはISFは免除するとしている…　DCCもこの規定の適用を受けることが
できる. NIA--IMS関係者からの聞取りによる.
29)水利組合幹部からの現地聞取りによる.
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Indigenous Irrigation Systems and Risk Management in the Philippines
- A Case Study in the Province of Ilocos Norte ~
Katsumi Nozawa
The purpose of this paper is to exemplify the role of the traditional irrigation associa-
tion in the Province of Ilocos Norte in the Philippines, where the zanjera, the indigenous
irrigation system, is located. The zanjera is unique in its organizational character because
of the strong cohesiveness among its members due to their social norm of prioritizing
the equitable distribution of water to the parcels of them. In the process of irrigation de-
velopment, the government constructed the modern national irrigation systems and orga-
nized the federation of the irrigators association composed of the zanjeras to avail era-
cient management over the system. The question, however, is whether these system
functions of will be maintained, as the new federation faces unexpected risks such as the
heavy damage to the structures caused by strong and common typhoons.
Through the case study in Ilocos Norte, the author describes the role of the zanjera in
response to the damage inflicted by natural calamities in comparison to the other sbke-
holders in nsk management.
First, the zanjera played the decisive role in coping with the damage immediately after
the corruption of the diversion dam and main canals. All the members of the zanjera
joined collectively to work to construct the brush-dam using local materials such as wood
branches, bamboo trees, and stones. The brush-dam is the original structure used for tra-
ditional irrigation systems such a dam mobilized a community driven labor force. In addト
tion to it, some zanjeras restructured the organization to adjust the reduced number of
irrigation members after the corruption of the dam…
Second, regarding the public sector, both the national and local governments have pro-
vided almost no assistance to the irngators associations due to lack of the capital needed
to repa:ぴor reconstruct the corrupted diversion dam, canals, and drainage, etc. Because
of the minimal effort exerted by the national government, the bene:丘ciary farmers within
the damaged areas have been only exempted ねom the irrigation fee…
Third, the local politicians used their political assets to help the affected honers. In a
typical case, the daughter of the former president, Ferdinand Marcos, who originated
斤om the same province, offered丘nancial assistance to share the cost of rental for the
backhoe in order to construct the brush dam m due time.
This paper concludes that the zanjera prioritized the survival of its organization outside
the framework of the federation, and succeeded in the e:丘'ectively mobilizing of local man-
power based on communal rules… In the long run, however, it could be strongly suggest
that not only the revaluation of community rule, but also the need for rehabilitation of
physical assets by public sector.
